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生徒が知識・技能を生成する保健体育科の授業 

～私たちのスポーツを創り上げることを通して～ 
 

 

 

学習指導要領解説では、「豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育成することを重視す 

る」１）としている。そのために必要なこととは何か、中学校３年間で生徒がどう成長すればよいか

を考えたときに、単にスポーツを楽しむということに留まる内容ではない。本校保健体育科では、何

が豊かなスポーツライフの実現につながるかを考えた上で授業をデザインすることが必要だと考えた。 

梅澤秋久は、「能力差がある中で、互いにケアし合いながら、私たちのスポーツ・運動を楽しみ合

い、すべての人が健康に生活できるよう仕向けるのが、21世紀型の生涯スポーツ・運動の姿だから

です。そのスポーツ・運動とのかかわり方を学ぶのが21世紀型の学校体育の在り方だと考えていま

す」２）と述べている。学習指導要領解説には、能力差について、性別や障害の有無を含めることが

記されており、原則男女共習とまで記されている。しかし、指導のしやすさを背景に男女別習や技能

別で学習を進めている授業は少なくない。 

また、ヨハン・ホイジンガは「遊びとは、あるはっきり定められた時間、空間の範囲内で行われる

自発的な行為もしくは活動である。それは自発的に受け入れた規則に従っている」３）と述べており、

さらに、ロジェ・カイヨワは「規則は遊びの本質の一部となる。規則こそが遊びを、豊穣で重要な文

化的手段に変えるものである」４）と述べている。これらのことから、規則が遊びを成立させる基本

的な要素であり、その規則が自発的に活動者に受け入れられることにより、その遊びが楽しさを増す

と考えられる。よって、授業の中では、正式な競技のルール等注１）にとらわれるのではなく、多様な

他者とスポーツを楽しむことができるようにルール等を考えさせ、創らせることで、ルール等を自発

的に受け入れることができ、そのスポーツを楽しむことにつながると考える。そこで、これらの考え

方を援用して、本校でいうスポーツは、遊びに包含されるものであると捉える。 

さらに、松田恵示は「遊ぶという主体的な活動の性質からは、まず、課題を与えられるというので

はなく、自ら課題を発見する注２）という課題解決学習の前提が促される。～中略～。『これは身に付

けなければならない動きなのでがんばりましょう』からでは、課題に対する自らのこだわりがなか

なか生まれにくい」５）と述べている。教師が技能の習得に重きを置きすぎて、それを目的とした課

題を与えていては、生徒が主体的に学習に取り組めなかったり、さらには、スポーツの特性注３）に応

じた学習ではなくなってしまったりする場合さえ起こりうる。問題解決の成果として、その手段とし

ての技能が習得される必要はあるが、技能の習得が目的となってはならない。教師が設定した知識・

技能の習得を目的とした単一のめあてに対して取り組むのではなく、問題解決の中で生徒自らが解決

策を考え、その上で実感を伴う知識・技能として獲得していくこと、すなわち知識・技能を生成して

いくことが深い学びであると、本校保健体育科では考える。 

これらのことから、主運動注４）をしていく中で生徒が問題を発見し、それを解決していくことを前

提とし、生徒がその場にいる誰もがスポーツを楽しめるルール等を設定し、その上でスポーツの特性

を楽しむための動きを身に付ける授業づくりをしていくこととする。ここでいう授業では、競技スポ

ーツではなく、生涯スポーツとしてスポーツを取り上げることはいうまでもない。安心して誰もがス

ポーツに取り組めるルールづくりを生徒中心で行わせ、その上でスポーツの中で問題解決をしていく
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授業構成をすることは、私たちのスポーツを創り上げることを通して、知識・技能を生成することと

なり、本校保健体育科が目指す深い学びが達成されることにもなる。そしてそれは、いつでも、どこ

でも、だれとでも楽しむことができる生涯スポーツ、すなわち、将来の豊かなスポーツライフの実  

現につながると考える。 

以上のことから、「生徒が知識・技能を生成する保健体育科の授業～私たちのスポーツを創り上げ

ることを通して～」という研究主題を設定した。 

 

 

 

１ 保健体育科が目指す生徒像 

保健体育科では、目指す生徒像を次のように設定し、研究に取り組むこととした。 

 

 

ここでいう知識とは、ルール等の理解や技能に対する理解を含み、技能とは、生徒が創ったルー

ル等の環境でスポーツの特性を楽しむための動きを示す。生成するとは、既存の競技スポーツにと

らわれず、その集団でスポーツをするために必要な知識・技能を思考した上で獲得することを示

す。主運動を通して、生徒が集団にあった楽しむためのルール等を創り、スポーツの特性を楽しむ

ための動きを思考した上で獲得することが目指す生徒像につながると考える。 

２ 育みたい資質・能力 

保健体育科における目指す生徒像に近づけるために、次のような資質・能力を育んでいくことが

必要であると考えた。 

 

 

問題を発見するとは、主運動をする過程において、ルール等で困っていることや動きとしての不

都合を判断し、自覚することである。解決策とは、問題を解決するためのルール等や動きのことで

ある。解決策を創るためには、ルール等を合意の上で決定し、その上で問題を解決するための様々

な動きを考え、繰り返し試し、最も有効だったことを振り返ることが必要である。この資質・能力

を育んでいくことで、生徒たちは保健体育科が目指す生徒像になると考える。 

３ 資質・能力を育むための手立て 

保健体育科では、資質・能力を育むために、次の二つの手立てを設定した【図１】。 

 (1)  単元構成の工夫 

生徒がスポーツに取り組みやすく、資    

質・能力を育んでいくことができるよう  

に、単元を「ルールを創る場」「動きを 

創る場」の二つの場に分ける。また、単 

元全体を通して、主運動と振り返りを繰 

り返す授業構成とすることによって、生 

徒が主運動をしていく中で深い学びをで 

きるようにする。 

「ルールを創る場」は、主運動を通し、 

問題を発見し、解決策を創る力 

 豊かなスポーツライフの実現に向けて、知識・技能を生成する生徒 

Ⅱ 研究の概要 

【図１ 資質・能力を育むための手立ての位置付け】 
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集団内の誰もが楽しむことができるための集団に合ったルール等を創る場である。そのスポーツ

の特性を担保できる最低限のルールを提示し、主運動をある程度行った上で、教師がルール等で

困っていることはないかと発問し、生徒に問題を発見させる。経験差など様々な差があっても、

集団内の誰もが楽しむことができるという視点やそのスポーツの特性を損なわないという視点で

生徒にルール等の合意案を考えさせ、その集団でのルール等を決定させていく。球技などの試合

の中で、適切な判断を考える学習では、この場に時間をかけることが考えられるが、器械運動や

陸上競技などの自己の体の動かし方を考える学習では、この場を省略することも考えられる。こ

のように、生徒自らが集団内の誰もが楽しむことができるためのルール等を創ることで、生徒全

員がそのスポーツに没頭できると考える。 

「動きを創る場」は、主運動を通して、生徒が集団に合った楽しむためのルール等を創った 

上で、スポーツの特性に応じた問題を発見し、スポーツをさらに楽しくするための動きを考えさ

せていく場である。ここでは、スポーツの特性に応じた内容に対して、上手くいかないこと、困

っていることを挙げさせる。その際、原因を明確にさせることで、問題の解決の見通しをもたせ

られるようにする。その後、他者の考えも参考にし、様々な問題を踏まえて自分やチームの最も

問題となっていることを学習プリント（後掲資料１）に記述させる。さらに、問題の解決をする

ために、解決につながる視点を確認し、様々な動きを考え、繰り返し試させる。その上で、最も

有効だったことを振り返らせ、学習プリントに記述させる。なお、「ルールを創る場」「動きを

創る場」の時間数は流動的であり、ルール等の問題が解決していけば、動きについて考えていく

が、再度、ルール等が問題に挙がれば、ルール等について考えていくこととする。「動きを創る

場」の最後には、動きについての問題の解決を振り返らせる。問題解決後に、自己の動きだけで

なく、他者の動きについても振り返らせ、スポーツの特性に対して、必要な動きは何かを学習プ

リントに記述させる。そうすることで、生徒はスポーツの特性に対して、自己の動きや他者の動

き、これまでの知識・技能を関連付けられると考える。 

(2) スポーツの特性に応じた共通課題の設定と主運動の振り返り 

球技等の相手が存在する種目のみならず、個人種目で行う技が違ったとしても、共通課題（後 

掲資料２）を教師が設定し、それに対して生徒に思考させる。共通課題とは、スポーツの特性に

応じた、そのスポーツの中核となるものであり、あくまでも共通の思考対象である。共通課題の

設定は、球技等の人数やメンバーなどによるチーム力の均等化、能力差が現れにくいコートサイ

ズや用具、個人種目等の距離や道具の設置数などの環境設定を基に行う。このように共通課題を

設定することで、生徒全員を主運動をしていく中で学びの文脈に沿わせることができると考える。

そして、共通課題に対して、主運動をしていく中で、生徒が様々な差に応じて、それぞれの問題

を発見し、解決していくこと注５）が主体性を発揮することであると考える。また、この問題に対

して、試合全体や自身の動きを振り返ったり、他者に協力を求めたり注６）する際に対話が生じ、

主体性を発揮しながらの対話によって、知識・技能は意味付けられる。そして、問題解決の中で、

知識・技能は生成される、いわゆる学びの文脈に沿った深い学びになると考える。教師が身に付

けてほしい競技スポーツの技能を提示するのではなく、スポーツを楽しむ中で、生徒がもっとこ

うしたいと願い、何度も試行錯誤する中で、自らが意思決定者となり、試した動きを振り返るこ

とで、深い学びとして知識・技能は生成されていくと考える。 

 以上のように、二つの手立てを単元ごとに設定し、資質・能力を育んでいく【図２】。 
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場 
ルールを創る場 

                               動きを創る場 
 

内容 
全員が楽しむことが 

できるルールを創る 

主運動などを振り返

り、問題を発見する 

問題の解決となる 

動きを創る 

動きについての問題

の解決を振り返る 

【図２ 単元の主な流れ】 

４ 資質・能力が育まれたかの評価について  

学級全体の傾向を活動の様子や学習プリントから見取り、資質・能力が生徒たちに育まれたかを

評価することで、手立ての有効性を検証する。なお、ルール等については、集団の合意の上で決定

していくことから、学級全体の様子として評価し、動きについては個人の様子として評価するもの

とする。また、全体の傾向が表れている生徒を抽出生徒とし、その変容を見取ることで手立ての有

効性を検証する。 

５ 研究の経緯    

１年次では、教科理論の構築をねらいとし、資質・能力を育む手立てとして、単元構成の工夫を

することとスポーツの特性に応じた共通課題の設定と主運動の振り返りをさせることが有効である

かを検証した。どの単元においてもほとんどの生徒が自分にとっての問題を発見し解決策をつくろ

うとする姿や、生徒の振り返りにおいてそのスポーツの特性に対する知識・技能を生成しているこ

とが分かる記述が多かったことから、手立てが概ね有効であったと考えられる。 

しかし、スポーツの特性に応じた共通課題の設定において、共通課題が具体性に欠けていたこと

で、一部の生徒を学びの文脈に沿わせることができず、深い学びとして知識・技能を生成すること

ができなかった生徒もいた。また、「ルールを創る場」においても、スポーツの特性とは無関係の

ルール等が出てしまい、かつ教師がどのルール等についても同じ重要度で扱ってしまったことで、

話し合いの時間が長くなり、主運動を繰り返し試す時間が少なくなってしまったことがあった。 

そこで、２年次では、教科理論の確立をねらいとし、スポーツの特性に応じた共通課題の設定に

おいて、コートサイズや用具、個人種目等の距離や道具の設置数などの環境設定を見直した上で、

生徒にとって分かりやすい言葉を用いてより具体性をもった共通課題を設定することとした。その

上で、「ルールを創る場」において、誰もが楽しむことができるという視点やそのスポーツの特性

を損なわないという視点で、教師が生徒から出た意見に対して軽重をつけて話し合いを進めること

とし、研究を進めた。視点をもって話し合いを進めることで主運動に取り組ませる時間を十分に確

保することができ、共通課題に対して主運動をする中で、ほとんどの生徒が問題を発見し解決策を

創っていることが、動きや振り返りの記述から見取れたことから、保健体育科の目指す資質・能力

の育成に大きくつながっていると考えられる。 

しかし、共通課題に具体性が増すほど、生徒の思考は限定された場面・状況下でのものとなり、

教師が与えた課題に対する思考を生徒に強いてしまう場面や、技能の習得を目的として学習に取り

組んでしまう生徒が一部見られた。そのため、生徒が問題を発見し、それを解決していく中で深い

学びを達成することができるように、共通課題ではなく、共通課題の基となる環境設定を再度見直

していくことが必要であると分かった。 

６ 最終年次のねらい 

豊かなスポーツライフの実現に向けて、３年間を見通して様々なスポーツにおいて、これまで

の手立てを継続して講じていく。また、２年次の成果と課題を踏まえ、それぞれのスポーツの特

性を吟味して環境設定を行い、それを基に共通課題を設定するとともに、教師が生徒から出た意

見に対して軽重をつけて話し合いを進めることとする。そして、主運動と振り返りを繰り返す中
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で、資質・能力が育まれたかどうかを活動の様子や学習プリントから見取り、保健体育科が目指

す生徒像に近づいたのかを明らかにすることで、研究のまとめを行う。 

 

 

 本研究では、「単元構成の工夫」、「スポーツの特性に応じた共通課題の設定と主運動の振り返り」

を手立てとして、問題を発見し解決していく学習を進め、豊かなスポーツライフの実現に向けて、知

識・技能を生成する生徒の育成を目指して実践に取り組んできた。 

 最終年次では、これまでの手立てを継続して講じていくとともに、２年次の成果と課題を踏まえ、

それぞれのスポーツの特性を吟味して環境設定を行い、それを基に共通課題を設定することとし、

主運動と振り返りを繰り返す中で、資質・能力が育まれ、保健体育科が目指す生徒像に近づいたの

かを検証した。その結果、ルールを創る場において、主運動を通して、生徒が集団に合った誰もが楽

しむことができるルール等を創ることができ、単元を通してスポーツに没頭して取り組む姿が多く見

られた。また、学習プリントへの記述から、生徒が自他の様々な問題の中から自己の問題を適切に発

見し、主運動と振り返りを繰り返す中で解決策を創ることができたことが分かった。さらに、単元を

振り返って記述した、共通課題に対する必要な動きについては、生徒が実際に活動する中で、動きと

して現れていた。これらのことから、主運動を通して、生徒が集団にあった楽しむためのルール等を

創り、スポーツの特性を楽しむための動きを思考した上で獲得させていくことで、教科の目指す豊か

なスポーツライフの実現に向けて、知識・技能を生成する生徒という目指す生徒像に近づけることが

できたと考える。 

  

注１) 本校でいうルール等には、マナーや態度などを含む。 

注２) ここでいう課題を発見するとは、本校保健体育科では、問題を発見するとして扱う。 

注３) 本校保健体育科では、スポーツの特性は、学習指導要領でいう「運動の特性」と同義に扱う。 

注４) 主運動とは、ドリルゲームやタスクゲームではなく、そのスポーツの中心となる試合や動きを示す。 

注５) 本校保健体育科では、生徒が経験差など様々な差に応じて、自分にとっての問題を発見し、解決していくことを個に応じ

た学びと捉え、個別最適化としている。 

注６)  本校保健体育科では、問題解決の必要性をもって、他者との対話が生じた学びを協働的な学びとしている。他者との対話

が必要とされない場合は、協働的な学びは起こらない。 

 

引用文献 

１) 文部科学省『中学校学習指導要領（平成29年７月）解説－保健体育編－』文部科学省、2017年、６ページ 

２) 梅澤秋久『体育における「学び合い」の理論と実践』大修館書店、2016年、ⅶページ 

３) ヨハン・ホイジンガ『ホモ・ルーデンス』中央公論新社、1973年、81ページ 

４) ロジェ・カイヨワ『遊びと人間』講談社学術文庫、1990年、67ページ 

５) 松田恵示『「遊び」から考える体育の学習指導』創文企画、2016年、12ページ 

 

参考文献 

梅澤秋久『真正の「共生体育」をつくる』大修館書店、2020年 

井庭崇『クリエイティブ・ラーニング 創造社会の学びと教育』慶應義塾大学出版会、2019年 

米盛祐二『アブダクション 仮説と発見の論理』勁草書房、2007年 

Ⅲ おわりに 


